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はじめに-評価実施にあたってご留意いただきたいこと

川 あくまでも自主的な取リ組みですo

本評価シ-トは,経済同友会がその提出のr義軌を課すものではありませんoむしろlこの作業に

積極的にご参加t,1ただき.評価をr自主的Jに実施していただくことによって1企業の具体的取り組み

を促進し,その信頼構築と競争力強化の-助となるツ-ルに発展していくことをめざしていますo

く21現状評価はあくまでもF主観的Jに行って下きいo

現状評価はあくまでもr主観的Jなもので結構ですD形式的な模範回答よりも1積極的にアピ-ルし

たい点について具体的記述があることが望まれますo

く3I rすベての項日に取リ組まなければ評価されないJわけではあリませんo

本評価シ-トは1p非常に多くの分野を網羅していますc しかし,すベての項目に取り組まなければ評

価されないというわけではありません.業種や規模によっては該当しない項目もあり,また各企業の理

念に基づき,その取り組みは多様であるからですo

く41回答内容は最終的に経営者ご自身によってご確認下きいo

本評価シ-トでは,担当部署しか把撞していないような詳細な数字を記入する欄もあります.しかし,

少なくとも最終的な国答内容について臥経営者ご自身が目を通され,自らコミットできる内容である

ことをど確認下さいo

く51個別回答デ-タを許可なく公表することはあリませんo

本評価シ-トの本来の趣旨から言えばl回答内容く現状評価と目標フを企業が社会に対するコ主ット

メントとして自主的に開示することが理想の姿です.しかしl評価の方法論が十分確立していない現段

階では,まずデ-タの収集ー分析を主な目的とし1許可なく個別回答内容を公表することはありません.

公表を考えているの臥集計.分析結果とベストプラクテイスと恩われる事例くただし許可を得た場合

のみJに限定します.

く6I個別デ-タの管矧ま徹底して行います.

事務局内部における個別デ-タの閲覧も担当者に限定し.その保菅も厳重に行いますo外部に集計を委

託する場合でも,回答者が持定できないような措置をとりl外部にデ-タが流出しないよう配慮します.

く刀 積極的なデイスク口-ジャ-が時代の涜れであることはご理解下きい.

しかしながらl少なくとも積極的なディスクロ-ジャ-が時代の流れであることはど理解下さい.具

体的数値を記入する設間の多くは. FGR工ガイドライン且く持続可能性報告書作成のためのガイドラインl

やF環墳報告書ガイドライン.gく環境省lなどにおいて1企業にとってもメリツトがあるとして,開示す

ることが望ましいと提唱されていますo

-以上を十分ど留意いただいた上で1次頁以降の説明をお読み下さいo
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